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　まちづくり戦略プランは、「課題別戦略」と「エリア戦略」で構成します。
　10年後を見据えた計画として、おおむね5年ごとに検証し、まちづくりの進捗などにあわせて、必要に応じ
て見直しを行います。

新宿区全域の「重点課題」を設定し、課題解決に向けた重点的な取組み
と推進方策を「戦略」として示します。

新宿区のまちづくりを先導するエリアを「まちづくり推進エリア」として設定
し、エリアごとの課題解決に向けた重点的な取組みと推進方策を「戦略」
として示します。

 

❶重点的な取組み
重点的な取組みには、関連する分野別計画との連携・調整を図りながら、
都市施設※や建物の整備などハードの取組みや、安全で快適な都市空
間を創出するためのハードを支えるソフトの取組みを示します。

❷推進方策
重点的な取組みを推進するため、まちづくり主体である区民、事業者、行
政の役割を示します。

まちづくり制度の整備等

まちづくり支援、貢献等

相
談・
協
力
要
請
等

地
域
へ
の
支
援
、貢
献
等

支
援・施
策
策
定
等

提
案・参
画
等

区民

事業者 行政

協働のまちづくり
（重点的な取り組み）

大学・研究機関、公益性を有する業界団体などからの
専門的な助言等の支援

新宿区に住む人々、
新宿区で働き、学び、活動する人々

都市開発・建築企画等に
関わる事業者など

新宿区、東京都、国など

第1章│課題別戦略

第2章│エリア戦略

「戦略」で示すもの

区民・事業者・行政の役割分担等
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　課題別戦略では、新宿区全域の「重点課題」を2つ設定し、課題解決に向けた重点的な取組みを「戦略」
として示します。また、「戦略」には、推進方策として、まちづくり主体となる区民・事業者・行政の役割を示し、
三者が協力・連携してまちづくりを進めていきます。

 ・ 都市マスタープランの「めざす都市の骨格の考え方」のうち、社会経済情勢やまちの変化を踏まえ、新た
に追加した2つの考え方に基づき、「重点課題」を設定します。

 ・ 重点課題ごとに、それぞれ3つの「戦略」を示します。

近年、日本各地で多くの被害をもたらしている地震・台風
などの自然災害を受け、今後予想される首都直下地震
や集中豪雨などに対応するため、3つの戦略を示します。

建物の安全安心の強化

地域の防災性の強化

防災体制の強化

戦略a

戦略b

戦略c

『新宿の高度防災都市化と安全安心の強化』

重点課題 1

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を
契機とし、新宿区の魅力をさらに高め、国際都市として世
界に発信していくため、3つの戦略を示します。

国際観光都市の推進

愛着と誇りをもてるまちの発展

持続的に発展する都市の推進

戦略d

戦略e

戦略 f

『賑わい都市・新宿の創造』

重点課題 2

都市マスタープラン「めざす都市の骨格の考え方」

①新宿に蓄積されてきた多様性を活かしていく
②まちの記憶を活かし、次世代に引き継いでいく
③地域の個性を活かし、区民が誇りと愛着をもてる新宿を創っていく

④災害に強い高度な防災機能を備えた新宿を創っていく
⑤世界とつながる国際都市“Shinjuku”を創っていく

重点課題1

『新宿の高度防災都市化と
安全安心の強化』

重点課題2
『賑わい都市・新宿の創造』

新たに追加した考え方

▼

1│重点課題の設定

2│重点課題と戦略

CHAPTER 1

課題別戦略とは
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重点課題1

『新宿の高度防災都市化と
安全安心の強化』

重点課題2
『賑わい都市・新宿の創造』

CHAPTER 1

1
重点課題1
 『新宿の高度防災都市化と
安全安心の強化』
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考え方 地震災害等から区民や来街者などを守るため、
   「安全で安心な建物」をつくります。

重点的な取組み ❶建物等の耐震化・落下物対策の強化
  ❷マンション対策の推進
  ❸空き家等対策の推進

考え方 火災や水害からまちを守るため、
   「災害に強い地域」をつくります。

重点的な取組み ❶木造住宅密集地域※の解消
  ❷繁華街防災の強化
  ❸豪雨対策の推進

考え方 大規模災害等発生時に迅速かつ的確に対応するため、
   「強い災害対応力」をつくります。

重点的な取組み ❶情報収集・伝達体制の強化
  ❷避難体制の強化
  ❸地域防災体制の強化

戦略a│建物の安全安心の強化

戦略b│地域の防災性の強化

戦略c│防災体制の強化

マンションの耐震改修工事の事例

デジタルサイネージ※を活用した
防災対策の周知啓発

共同化※前の木造住宅密集地域
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 ・ 平成15（2003）年から25（2013）
年の10年間は、年間平均で0.62

ポイント増加しました。
 ・ 平成25（2013）年から28（2016）
年の3年間は、年間平均で1.1ポ
イント増加し、91.5％になりました。

平成15年
（2003年）

平成25年
（2013年）

平成28年
（2016年）

（%）
100.0

75.0

50.0

25.0

0.0

91.5

82.0
82.2

住宅の耐震化率※

出典◎新宿区

 ・ 平成13（2001）年から23（2011）
年の10年間は、年間平均で0.7ポ
イント増加しました。

 ・ 中間年の平成18（2006）年の以
前と以後の変化の傾向はほぼ変
わらず、着実な増加を示していま
す。

平成13年
（2001年）

平成18年
（2006年）

平成23年
（2011年）

（%）
100.0

75.0

50.0

25.0

0.0

75.2
68.2

71.6

不燃化率※

出典◎土地利用現況調査

 ・ 平成23（2011）年と平成28（2016）
年の発生回数が多い状況にあり
ます。

 ・ 平成23（2011）年3月に東日本大
震災、平成28（2016）年4月に熊
本地震が発生しました。

平成18年
（2006年）

平成23年
（2011年）

平成28年
（2016年）
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震度5以上の地震の年間発生回数（全国）

出典◎気象庁HP・震度データベース
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重点的な取組みの設定1

改修した擁壁（写真右側） マンション管理に関するセミナーの様子 空き家の例

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 区民の約8割がマンションに居
住しています。

 ・ 平成28（2016）年度実態調査で
は、マンションの管理に対する意
識が低い結果となりました。

 ・ マンション築年数の長期化が
進んでいます。

▼

❷ マンション対策の推進 

 ・ マンション特有の防災対策の
推進

 ・ マンションの適正な維持管理

  など

 ・ 人口減少や少子高齢化の進
展などにより、空き家の増加が
社会問題となっています。

▼

❸ 空き家等対策の推進

 ・ 管理不全な空き家、ごみ屋敷、
空き地等の改善

 ・ 空き家等の適正管理の促進、
発生の抑制

  など

 ・ 東日本大震災や熊本地震など
の大規模地震では、建物倒壊
や火災、土砂崩れなどにより甚
大な被害が発生しました。

▼

❶ 建物等の耐震化・
  落下物対策の強化

 ・ 建物、がけ・擁壁等の耐震化
 ・ 外壁・看板等の落下物による
事故の防止

  など

  『安全で安心な建物をつくる』
戦略の考え方

建物の安全安心の強化戦略a
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2 .  マンション対策の推進

● 取組み
 ・ 震災時の高層階の孤立対策として、備蓄倉庫の設置を推進します。
 ・ 停電時や地震時のエレベーターの閉じ込め防止策を講じるとともに、エレベーター内に備蓄用品を配備します。
 ・ 長周期地震動※などによる大きな揺れへの対応として、家具類の固定を促進し、転倒防止策を講じます。
 ・ 更新期や大規模修繕期を迎えた分譲マンションの適正な維持管理を進めます。

● 推進方策（各主体の役割）

3 .  空き家等対策の推進

● 取組み
 ・ 管理不全な状態の空き家やごみ屋敷、空き地等における、防災・防犯上の問題や建物倒壊などの危険
性・環境・景観等の課題の総合的な解決を図ります。

 ・ 空き家等の適正な維持管理を促進するとともに、空き家等の問題発生を未然に防ぐため、空き家等にな
る前から住宅を適正に管理し、管理不全な空き家等の発生の抑制を図ります。

● 推進方策（各主体の役割）

マンション対策の
推進

 ・  マンションの防災対策を検討し
ます。

 ・  適正な維持管理に取り組みま
す。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  関係団体（地域団体、事業者団体
など）と連携して、相談会等を開
催します。

 ・  各種制度などを活用した支援
を行います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

空き家等対策の
推進

 ・  空き家等の適正な維持管理に
取り組みます

 ・  区民に対して、空き家の利活用
など、適切な対策を提案します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  空き家等データベースを活用
し、効果的な改善指導を行い
ます。

 ・  関係団体（地域団体、事業者団体
など）と連携して、相談会等を開
催します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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重点的な取組みの設定1

赤城周辺地区地区計画※ ゴールデン街における防災訓練 妙正寺川の護岸改修

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 区内には、歌舞伎町など都内
有数の繁華街があり、訪日外
国人をはじめ多くの来街者が訪
れています。

▼

❷ 繁華街防災の強化 

 ・ 区民や来街者が安心して楽し
める賑わいのあるまちづくり

  など

 ・ 近年、日本各地で大型台風や
局地的豪雨などの気象災害に
よる被害が発生しています。

▼

❸ 豪雨対策の推進

 ・ 集中豪雨による河川の氾濫や
土砂災害の防止

  など

 ・ 大規模地震では、建物の延焼
により被害が拡大しています。

▼

❶ 木造住宅密集地域※の解消

 ・ まちの不燃化を進め、延焼に
よる被害の拡大を防止

 ・ 避難路の確保などによる、避
難・救助活動の円滑化

  など

『災害に強い地域をつくる』
戦略の考え方

地域の防災性の強化戦略b
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1 .  木造住宅密集地域※の解消

● 取組み
 ・ 地域特性にあわせて、地区計画※や新たな防火規制※制度、市街地再開発事業※等を活用して、不燃化
を図り、まちづくりを進めます。

 ・ 耐火建築物への建替え誘導により、幹線道路等の沿道建物の不燃化を進め、延焼遮断帯※の形成強化
を図ります。

 ・ 地区計画や市街地再開発事業等による空地（オープンスペース※等）の確保を進めます。
 ・ 消防活動が困難な地域の解消や地区内残留地区の防災性の向上を図るため、幅員6m以上の主要区
画道路の整備を進めます。

 ・ 細街路※の拡幅整備に積極的に取り組み、災害時の避難経路の安全性を高めます。
 ・ 震災時の避難や救助活動等を円滑に行うため、道路の無電柱化※を進めるとともに、市街地再開発事業
等の大規模な開発においては、避難場所※への歩行者動線の拡充を図ります。

● 推進方策（各主体の役割）

2 .  繁華街防災の強化

● 取組み
 ・ 雑居ビル等の建物内の避難経路の確保や初期消火設備の管理の徹底を図ります。
 ・ 店舗の集積する繁華街では、地域特性に応じた建物の不燃化を推進します。
 ・ 訪日外国人をはじめとする来街者への対応として、避難経路の案内標識等の整備を推進します。
 ・ 繁華街単位での防災訓練を推進します。

重点的な取組み2

木造住宅密集
地域の解消

 ・  まちづくりのルールづくりに参加
します。

 ・  定められたルールに基づくまち
づくりに参加・協力します。

 ・  建物の不燃化を推進します。
 ・  細街路の拡幅整備に協力しま
す。

 ・  道路をふさぐ違法駐車や放置
自転車をやめるなど、細街路の
適切な維持管理に努めます。

 ・  区民とともに、地域の課題に応
じた手法を活用したまちづくり
について検討します。

 ・  定められたルールに基づくまち
づくりに参加・協力します。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  行政の支援制度等について
情報収集し、区民に対して利
用を促します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  区民とともに、地域の課題に応
じた手法を活用したまちづくり
について検討します。

 ・  まちづくりに関する勉強会等の
開催や、専門家の派遣等によ
る支援を行います。

 ・  関係機関と連携し、道路の無
電柱化等に取り組みます。

 ・  各種助成制度などを活用した
支援を行います

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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● 推進方策（各主体の役割）

3 .  豪雨対策の推進

● 取組み
 ・ 神田川、妙正寺川について、時間降雨50mm対応の未整備区間の河川整備を進めるとともに、「東京都豪
雨対策基本方針（平成26（2014）年6月改定）」に基づき、時間降雨75mm対応に引き上げ、対策を進めます。

 ・ 時間降雨75mmへの対応として、地下広域調整池の整備を推進します。
 ・ 下水道幹線や主要枝線などの整備により浸水対策を進めます。
 ・ 学校の校庭などの公共施設や民間施設における雨水の一時貯留施設や雨水を地下に浸透させるます
の整備、道路の透水性舗装※等の整備などにより、雨水流出抑制※対策を進めます。また、建物の地下
階への雨水流入防止策を進めます。

 ・ 河川流域や土砂災害警戒区域※等において、雨量や河川の水位など水害に関する情報伝達・避難体制
の整備を進めます。

 ・ 地域の住民や防災区民組織等への災害警報・注意報の伝達体制の強化を図ります。

● 推進方策（各主体の役割）

繁華街防災の強化  ・  建物を定期的に点検し、安全
確認、管理を徹底します。

 ・  災害時に備え、繁華街単位な
どでの防災訓練を行います。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  行政の支援制度等について
情報収集し、区民に対して利
用を促します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  定期的に、雑居ビルなど繁華
街の現地調査、防火対策指導
を行います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

豪雨対策の推進  ・  水害時の避難体制等について
把握します。

 ・  敷地内の雨水流出抑制対策
に取り組みます。

 ・  区民に対して、適切な対策を提
案します。

 ・  区民や行政に対して、技術支援
を行います。

 ・  ハザードマップ※の公開や、区
広報・パンフレット、イベント等
において、周知・普及啓発を行
います。

 ・  河川の整備や公共施設の雨
水流出抑制対策等に取り組み
ます。

 ・  水害時の情報伝達・避難体制
の整備に取り組みます。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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重点的な取組みの設定1

災害情報の収集・伝達 女性の視点に配慮した
避難所づくりの訓練

街頭消火器の設置例

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 長期化する恐れのある避難生
活を想定し、区民が安心して安
全に避難できる環境を整える必
要があります。

▼

❷ 避難体制の強化

 ・ 避難所※の施設整備と体制づく
り

  など

 ・ 災害に備え、地域特性に応じた
防災体制を整える必要がありま
す。

▼

❸ 地域防災体制の強化

 ・ 帰宅困難者※への対応
 ・ 復興まちづくりの検討

  など

 ・ 災害時には、自助・共助・公助
の取組みで、区民の安全を守る
必要があります。

▼

❶ 情報収集・伝達体制の強化

 ・ 情報伝達体制の強化
 ・ 避難場所※等への的確な誘導

  など

『強い災害対応力をつくる』
戦略の考え方

防災体制の強化戦略c
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1 .  情報収集・伝達体制の強化

● 取組み
 ・ 高所カメラや災害情報支援システムによる被害状況等の収集、防災スピーカーや防災ラジオ等による情
報伝達の体制を強化します。また、多言語での災害情報の発信に取り組みます。

 ・ 避難準備・避難勧告などの迅速な指示、避難場所※等への的確な誘導、円滑な避難所※開設・運営等が
実施できるよう、体制整備を進めます。

● 推進方策（各主体の役割）

2 .  避難体制の強化

● 取組み
 ・ 公園の規模等に応じた備蓄倉庫、防火水槽、災害用トイレ※等の整備を進めます。
 ・ 小中学校等の避難所について、女性の視点や高齢者、障害者、外国人などに配慮した施設整備と避難
所体制づくりを進めます。

 ・ 被災した高齢者、障害者などが安心して安全に避難できるよう、民間も含め既存の福祉施設を活用します。
 ・ 救護活動等を迅速に実施するため、初動医療体制の整備、医薬品・医療資機材の確保等を着実に進め
るなど、医療救護体制の充実を図ります。

 ・ 公共施設の建設や民間開発等において、広域的な備蓄倉庫の確保を図り、物資供給体制を強化します。
また、大規模な開発においては、広場や防火水槽などの整備を誘導します。

重点的な取組み2

情報収集・
伝達体制の強化

 ・  災害時の情報収集方法や避
難体制等について把握します。

 ・  防災訓練に取り組みます。
 ・  従業者・施設内利用者・地域
の住民等に対する情報伝達体
制を整備します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  災害情報支援システム等の整
備や情報伝達体制の強化に
取り組みます。

 ・  地域団体をはじめ、関係機関と
の連携を図ります。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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● 推進方策（各主体の役割）

3 .  地域防災体制の強化

● 取組み
 ・ 新宿駅周辺地域をはじめ、商業・業務機能が集積する地域においては、発災時の混乱防止と二次被害
を軽減するため、集客施設や駅等における利用者保護、一時滞在施設※の開設・受入、事業者等での自
助の対策などが図れるよう、東京都や鉄道事業者、一時滞在施設の施設管理者などと連携を図りながら
避難体制の整備を進めます。

 ・ 街頭消火器の整備を促進し、地域の初期消火体制を強化します。
 ・ 被災後直ちに被災者の応急仮設住宅※を確保するため必要量を把握し、公園・緑地、住宅団地などの活
用方策や、復興までの数年間を過ごせる仮設市街地※について検討を行います。また、がれきの一時集
積所等の確保方策について検討します。

● 推進方策（各主体の役割）

避難体制の強化  ・  災害時の避難体制等について
把握します。

 ・  避難所※運営等に協力します。
 ・  備蓄倉庫等の整備に協力しま
す。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  避難所等の整備に取り組みま
す。

 ・  地域団体をはじめ、関係機関と
連携し、避難所運営に取り組
みます。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

地域防災体制の
強化

 ・  地域の初期消火体制等につ
いて把握します。

 ・  集客施設の所有者等は、利用
者保護や一時滞在施設の開
設等について検討します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  関係機関と連携し、避難体制
の整備に取り組みます。

 ・  復興まちづくりについて検討し
ます。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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1 .  建物等の耐震化・落下物対策の強化

● 取組み
 ・ 震災時の建物の倒壊による被害を最小限にするため、建物の耐震化を進めます。また、建物の耐震化が
困難な場合等においては、耐震シェルターや耐震ベッドの設置を推進します。

 ・ 震災時の避難や救助活動、復旧・復興活動等を円滑に行うため、緊急輸送道路※沿道の建物の耐震化
を進めます。

 ・ 震災時の倒壊を防ぐため、ブロック塀等の除去や、がけ・擁壁等の改修を進めます。また、ブロック塀等の
撤去後の生垣化を進めます。

 ・ 震災時のエレベーター事故を防止するため、エレベーターの防災対策改修を進めます。
 ・ 老朽化や地震・強風などの影響により落下する恐れのある、建物の外壁・窓ガラス・屋根・設備機器、看
板等の落下防止対策を進めます。

● 推進方策（各主体の役割）

重点的な取組み2

建物等の耐震化・
落下物対策の強化

 ・  建物を定期的に点検し、安全
確認、管理を徹底します。

 ・  耐震診断等により、現状を把
握するとともに、必要に応じて
耐震改修等を行います。

 ・  耐震工法の普及に努めます。
 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  行政の支援制度等について
情報収集し、区民に対して利
用を促します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等を通して、耐震化の必要性
を啓発するとともに、情報提供
や技術的な支援を行います。

 ・  関係団体（地域団体、事業者団体
など）と連携して、相談会等を開
催します。

 ・  各種助成制度などの支援を行
います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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CHAPTER 1

2
重点課題2
 『賑わい都市・新宿の創造』



026 新宿区まちづくり長期計画 まちづくり戦略プラン

2

重
点
課
題
2
─『
賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造
』
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1
章

考え方 国内外から訪れる人々が新宿の魅力を感じる、
   「世界があこがれるまち」をつくります。

重点的な取組み ❶都市基盤整備の推進
  ❷ユニバーサルデザイン※まちづくりの推進
  ❸新宿の顔づくりの推進

考え方 区民の暮らしに潤いを与える、
   「多様性を活かしたまち」をつくります。

重点的な取組み ❶地域特性を活かしたまちづくりの推進
  ❷人に配慮した「場」づくりの推進
  ❸歴史、文化、芸術など多様な魅力による賑わいづくり

考え方 変化する地球環境のなかで新宿区が発展し続けるため、
   「環境にやさしいまち」をつくります

重点的な取組み ❶地球温暖化対策の推進
  ❷豊かなみどりの創造と魅力ある公園等の整備の推進
  ❸交通環境の整備の推進

戦略d│国際観光都市の推進

戦略e│愛着と誇りをもてるまちの発展

戦略 f│持続的に発展する都市の推進

まちづくりが進む新宿駅周辺

漱石山房記念館

太陽光パネルの設置のイメージ
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 ・ 平成25（2013）年から27（2015）
年の2年間で、ほぼ倍増しまし
た。

 ・ そして平成28（2016）年には、
2千万人を突破し、約2,400

万人となりました

平成19年
（2007年）

平成22年
（2010年）

平成25年
（2013年）

平成28年
（2016年）

（万人）
3,000

835 835
679

861

622

836

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

1,036

1,341

1,974

2,404

訪日外国人の推移

出典◎日本政府観光局

 ・ 平成19（2007）年から28（2016）
年の9年間で、約4倍に拡大
し、約670haとなりました。

平成19年
（2007年）

平成28年
（2016年）

（ha）
800.0

157.8

600.0

400.0

200.0

0

673.4

地区計画※等策定面積

出典◎新宿区

 ・ 増加・減少を繰り返している状
況にあります。

 ・ 近年では、平成24（2012）年度
をピークに減少しています。

平成19年度
（2007年度）

平成20年度
（2008年度）

平成21年度
（2009年度）

平成23年度
（2011年度）

平成25年度
（2013年度）

平成22年度
（2010年度）

平成24年度
（2012年度）

平成26年度
（2014年度）

（1000t-CO2）
3,300

622

3,200

3,100

3,000

2,900

2,800

2,700

2,600

3,201
3,232

3,013

3,108
3,137

2,895

2,823

2,935

二酸化炭素排出量

出典◎オール東京62市区町村共同事業
出典◎「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」
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重点的な取組みの設定1

新宿駅東西自由通路イメージ
資料提供：東日本旅客鉄道（株）

ピクトグラム※を用いた案内板 エンターテイメントシティ歌舞伎町地区

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 国内外からの来街者が何度で
も訪れたくなるような「誰もが移
動しやすく、利用しやすく、わかり
やすいまち」の整備が求められ
ています。

▼

❷ ユニバーサルデザイン※

  まちづくりの推進

 ・ 都市の質の向上を図る
 ・ 増加する外国人観光客への対
応

  など

 ・ 国際観光都市として、魅力あふ
れる顔づくりにより、新宿の魅力
を発信していくことが大切です

▼

❸ 新宿の顔づくりの推進

 ・ 新宿の魅力の発信

  など

 ・ 観光立国の取組みが本格化
し、国内外から多くの観光客が
訪れています。また、東京2020
オリンピック・パラリンピック競技
大会の開催が決定し、来街者
のさらなる増加が予想されます。

▼

❶ 都市基盤整備の推進

 ・ 増加する来街者への対応
 ・ 不足する宿泊施設の整備

  など

  『世界があこがれるまちをつくる』
戦略の考え方

国際観光都市の推進戦略d
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1 .  都市基盤整備の推進

● 取組み
 ・ 交通結節点となる新宿駅や高田馬場駅等の駅施設及び駅周辺のバリアフリー化を進めます。あわせて、
駅前広場の再整備を進めます。

 ・ 拠点と拠点をつなぐ都市計画道路の整備を促進します。また、補助第71号線（大久保通り）など未整備の
区間については、都市計画のあり方を検討します。

 ・ 都市マスタープランで位置づける「創造交流地区」や「賑わい交流地区」において、都市の交流機能を支
える都市機能である宿泊施設や滞在施設等の整備を進めます。

 ・ 駅施設や都市計画道路の整備にあわせて、周辺のまちづくりの検討を進めます。
 ・ 外国人観光客をはじめとした来街者の利便性を高めるとともに、災害時にも有効であることから、官民が
連携して、無料公衆無線LAN※（Wi-Fi）のアクセスポイントを整備します。

● 推進方策（各主体の役割）

2 .  ユニバーサルデザイン※まちづくりの推進

● 取組み
 ・ 道路のバリアフリー化を進めるとともに、まちかど広場、休憩ベンチ、緑陰空間などを設けた快適な歩行者
空間の整備を進めます。

 ・ 駅施設や駅前広場、駅周辺、地下歩行者通路のバリアフリー化を進めます。
 ・ 公園、官公庁施設、保健・福祉施設、医療機関、金融機関、文化・スポーツ施設、商業施設、学校などに
ついて、施設の出入口の段差の解消や誰でも利用できるトイレ等の整備など、ユニバーサルデザインの
視点を踏まえた整備や改善を誘導します。

 ・ 多言語の公共サイン・案内板、音声案内等の整備など、外国人観光客をはじめとした来街者にとってわか
りやすい都市空間の整備や改善を図ります。

重点的な取組み2

都市基盤整備の
推進

 ・  駅施設や都市計画道路の整
備等を契機としたまちづくりの
検討に取り組みます。

 ・  質の高い宿泊施設等の整備
に取り組みます。

 ・  区民とともに、地域特性に応じ
た手法を活用したまちづくりに
ついて検討します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  駅等のバリアフリー化や駅前
広場の再整備、都市計画道
路の整備、無料公衆無線LAN
（Wi-Fi）のアクセスポイントの
整備等に取り組みます。

 ・  宿泊施設等の整備を誘導します。
 ・  区民とともに、地域特性に応じ
た手法を活用したまちづくりに
ついて検討します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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● 推進方策（各主体の役割）

3 .  新宿の顔づくりの推進

● 取組み
 ・ 都市マスタープランで国際観光都市の拠点として位置づける「創造交流の心」及び「賑わい交流の心」
について、地域の歴史や文化、自然、あるいは個性ある都市空間などを活かし、まちの顔となる景観の保
全・創出を進めます。

 ・ 特に、新宿の玄関口となる新宿駅周辺では、国際的な交流都市として、新宿にふさわしい個性と魅力あ
ふれる顔づくりを進めます。

● 推進方策（各主体の役割）

ユニバーサル
デザイン※

まちづくりの推進

 ・  ユニバーサルデザインについて
の理解や意識を高めます。

 ・  ユニバーサルデザインの視点を
踏まえた整備・改善に取り組み
ます。

 ・  道路をふさぐ違法駐車や放置
自転車等を防止します。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  道路、駅施設等のバリアフリー
化や多言語案内の整備等に
取り組みます。

 ・  利用者の多い施設等について、
ユニバーサルデザインの視点を
踏まえた整備・改善を誘導します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

新宿の顔づくりの
推進

 ・  まちの顔となる景観の保全・創
出に取り組みます。

 ・  区民に対して、適切な対策を提
案します。

 ・  区民や行政に対して、技術支援
を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  景観形成ガイドライン※や景観
まちづくり相談員を活用し、まち
の顔となる景観の保全・創出を
誘導します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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重点的な取組みの設定1

内藤町地区地区計画※ 神田川の遊歩道 中村彝アトリエ記念館

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 都市基盤の成熟などが進むな
か、暮らしの豊かさを感じられるま
ちづくりが求められています。

▼

❷ 人に配慮した
    「場」づくりの推進

 ・ 豊かな地域コミュニティの形成
 ・ 健康寿命の延伸

  など

 ・ 新宿がもつ歴史や土地の記
憶、文化、芸術などの多彩な魅
力の発掘・創造・発信により、区
民のまちへの愛着と誇りを醸成
します。

▼

❸ 歴史、文化、芸術など
  多様な魅力による賑わいづくり

 ・ 歴史、文化、芸術など新宿のも
つ魅力の活用

  など

 ・ 地域特性や魅力を十分に活か
した地域主体のまちづくりを進
めることが、区民のまちへの愛
着や誇りにつながります。

▼

❶ 地域特性を活かした
  まちづくりの推進

 ・ 区民のまちづくりへの積極的な
参加

 ・ 地域課題に応じた良好な住環
境の確保とまちの防災性の向
上

  など

『多様性を活かしたまちをつくる』
戦略の考え方

愛着と誇りをもてるまちの発展戦略e
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1 .  地域特性を活かしたまちづくりの推進

● 取組み
 ・ 交通網が発達し、商業・娯楽・業務・居住などの様々な機能が近接して集積する「新宿」の特性を活かしな
がら、利便性と暮らしやすさのバランスを配慮したまちづくりを進めます。

 ・ 地域ごとの個性を活かしつつ、良好な住環境の確保とまちの防災性の向上を図るため、主に地域の住民
主体により定めるまちづくり構想や、都市計画で定める地区計画※など地域特性に応じた手法を活用した
まちづくりを進めます。

 ・ 新宿区景観まちづくり条例に基づく景観事前協議制度等を通じ、地域にふさわしい景観誘導を図ります。

● 推進方策（各主体の役割）

2 .  人に配慮した「場」づくりの推進

● 取組み
 ・ 公共空間において、地域のコミュニケーションやふれあいの「場」として、憩いと賑わいの空間づくりを進め
るとともに、誰もが気軽に外出したくなるようなまちづくりを進めます。
●道路空間を活用したオープンカフェ※の開設やイベントの開催などの推進。

●歩道や遊歩道、公園・広場などにおける、休憩ベンチや緑陰空間の整備の推進。

●公園におけるイベント開催や季節にあわせたライトアップの推進。

●公園における民間活力を活用したレストラン運営などの検討。

 ・ 地域のコミュニケーションやふれあいの「場」として、活気ある商店街づくりを推進します。
 ・ 区民が健康を意識せずとも身体を動かす機会が増え、誰もが健康的な生活を送れるように、ウォーキング
活動等を楽しめる「場」として、道路や公園・広場などの公共空間において、緑化や景観形成に配慮する
とともに、地域特性やまちの資源を活かした魅力ある空間づくりを進めます。

 ・ 様々な世代の区民が、「場」を楽しく安心して利用できるように、見通しの確保や清掃・美化などを図るとと
もに、放置自転車対策等を推進します。

重点的な取組み2

地域特性を
活かしたまちづくり
の推進

 ・  まちづくりのルールづくりに参加
します。

 ・  定められたルールに基づくまち
づくりに参加・協力します。

 ・  区民とともに、地域特性に応じ
た手法を活用したまちづくりに
ついて検討します。

 ・  定められたルールに基づくまち
づくりに参加・協力します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区民とともに、地域特性に応じ
た手法を活用したまちづくりに
ついて検討します。

 ・  まちづくりに関する勉強会等の
開催や、専門家の派遣等によ
る支援を行います。

 ・  各種助成制度などを活用した
支援を行います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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● 推進方策（各主体の役割）

3 .  歴史、文化、芸術など多様な魅力による賑わいづくり

● 取組み
 ・ 神楽坂に代表される歴史を感じさせる路地の保全※など、地域の歴史や特色を活かした魅力ある歩行者
空間の充実を図ります。

 ・ 歴史を偲ばせ、起伏に富んだ地形を楽しめる坂道など、快適で文化の香りや潤いのある散策路などの整
備を促進していきます。

 ・ 漱石山房記念館など、区内の歴史・文化施設等を核とした賑わいづくりを推進していきます。
 ・ 公共空間や民間施設等を活用したイベント等の開催により、歴史・文化・芸術を核とした賑わいづくりを推
進していきます。

● 推進方策（各主体の役割）

人に配慮した
「場」づくりの推進

 ・   「場」を積極的に活用します。
 ・  魅力ある「場」づくりや維持管
理に協力します。

 ・  エリアマネジメント※に取り組み
ます。

 ・  区民や行政に対して、「場」づく
りの提案や技術支援を行いま
す。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  公共空間における「場」づくり
に、関係機関と連携しながら取
り組みます。また、「場」の維持
管理に取り組みます。

 ・  空き店舗情報の提供など、活気
ある商店街づくりを支援します。

 ・  エリアマネジメントのしくみづくり
を検討します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

歴史、文化、
芸術など多様な
魅力による
賑わいづくり

 ・  地域の歴史や特色、地形など
を活かしたまちづくりに取り組み
ます。

 ・  区内の歴史・文化施設を訪れ、
区の魅力への造詣を深めます。

 ・  歴史・文化・芸術を核とした賑わ
いづくりに協力します。

 ・  区民や行政に対して、技術支援
を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント等
において、歴史・文化・芸術の魅
力の発信に取り組みます。

 ・  地域の歴史や特色、地形など
を活かしたまちづくりに取り組
みます。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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重点的な取組みの設定1

太陽光パネルの設置のイメージ 拡張整備されたおとめ山公園 自転車レーン※が整備された放射第25号線

背景

重点的な
取組み

ねらい

 ・ 区民の生活に潤いを与える水
辺やみどりを保全・創出するとと
もに、ヒートアイランド※対策にも
つながる都市の緑化が重要と
なっています。

▼

❷ 豊かなみどりの創造と
  魅力ある公園等の
  整備の推進

 ・ みどりの保全・拡充
 ・ 屋上緑化や壁面緑化の創出

  など

 ・ 徒歩、自転車、公共交通の活
用など、環境負荷の少ない交通
手段の重要性が見直されてい
ます。

▼

❸ 交通環境の整備の推進

 ・ 自転車利用の促進
 ・ 新宿WEバスの利用促進

  など

 ・ 地球温暖化が進むなか、まちづ
くりにおいても、温室効果ガス※

削減のためのしくみづくりや低
炭素な暮らしに向けた取組み等
が求められています。

▼

❶ 地球温暖化対策の推進

 ・ 省エネルギー※、低炭素なまち
づくり

  など

『環境にやさしいまちをつくる』
戦略の考え方

持続的に発展する都市の推進戦略 f
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1 .  地球温暖化対策の推進

● 取組み
 ・ 太陽光、太陽熱、地中熱※などの再生可能エネルギー※、排熱などの未利用エネルギー※の普及のための
取組みを進めます。

 ・ ICT※によるエネルギーの管理や、コージェネレーション※などの高効率なエネルギー設備の導入を促進します。
 ・ 建物の敷地の接道部緑化、建物の屋上緑化や壁面緑化を進めます。
 ・ 交通渋滞の緩和、自動車交通の抑制、公共交通機関の整備と利用を進めます。
 ・ 道路や公共施設への遮熱透水性舗装※や保水性舗装※などの整備を進めます。

● 推進方策（各主体の役割）

2 .  豊かなみどりの創造と魅力ある公園等の整備の推進

● 取組み
 ・ 区内の大規模公園や河川において、生態系の豊かさやバランスが保たれるよう配慮しながら、みどりや水
辺に親しめる空間として整備を進めます。

 ・ 幹線道路沿道では、建物の屋上緑化、壁面緑化、接道部分の緑化等により、沿道のまちなみ特性にあっ
た多様なみどりの創出を図ります。

 ・ 庁舎・学校等の公共施設、寺社、病院などの大規模な敷地のみどりやオープンスペース※を、生活や活動
の場にある身近なみどり（コミュニティガーデン（地域の庭）※）と位置づけ、地域の住民や施設利用者等が楽しめ
るように、みどりの充実と地域への開放を進めます。あわせて生物多様性※に配慮した整備を誘導します。

 ・ 市街地再開発事業など大規模建築の整備においては、環境に配慮したオープンスペースや広場等のまと
まったみどりの創出を誘導します。

重点的な取組み2

地球温暖化対策の
推進

 ・  地球温暖化対策についての意
識を高めます。

 ・  敷地や建物の緑化や再生可
能エネルギーの利用に取り組
みます。

 ・  公共交通機関や自転車、徒歩
など地球環境にやさしい交通
手段を活用します。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  行政の支援制度等について
情報収集し、区民に対して利
用を促します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  道路や公共施設において、率
先的に地球温暖化対策に取
り組みます。

 ・  市街地再開発事業※など大規
模建築の計画に対して、省エ
ネルギー※化を誘導します。

 ・  各種助成制度などを活用した
支援を行います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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● 推進方策（各主体の役割）

3 .  交通環境の整備の推進

● 取組み
 ・ 自転車の走行環境の連続性やネットワーク化を図るとともに、自転車走行空間の創出や自転車ナビマー
ク※などの設置を進めます。

 ・ 自転車が適正に利用されるよう、駐輪場の整備を進めるとともに、事業者等における駐輪空間の確保に
ついて検討します。また利用に関するルールやマナーの周知を図ります。

 ・ 区民の新たな移動手段として、また、観光の活性化やまちの回遊性の向上が期待できる、自転車シェアリ
ング※を推進します。

 ・ 新宿駅周辺の観光拠点・商業施設・駐車場・駅等を結ぶ循環型バスである新宿WEバスは、区民の移動
手段として、また、観光客需要にも視点を向けた利用促進について検討します。

● 推進方策（各主体の役割）

豊かなみどりの
創造と魅力ある
公園等の整備の
推進

 ・  敷地や建物の緑化に取り組み
ます。

 ・  公園やオープンスペース※の維
持管理に協力します。

 ・  区民に対して、適切な対策を
提案します。

 ・  行政の支援制度等について
情報収集し、区民に対して利
用を促します。

 ・  地域の緑化活動等に参加また
は協力します。

 ・  区民や行政に対して、技術支
援を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント
等において、周知・普及啓発を
行います。

 ・  道路や公共施設の緑化、公園
の整備・維持管理に取り組み
ます。

 ・  市街地再開発事業※など大規
模建築の計画に対して、緑化
やオープンスペースの整備等
を誘導します。

 ・  各種助成制度などを活用した
支援を行います。

まちづくり主体

区民 事業者 行政

交通環境の整備の
推進

 ・  公共交通機関や自転車、徒歩
など地球環境にやさしい交通
手段を活用します。

 ・  ルールやマナーを守り、安全で
快適な自転車の利用に取り組
みます。

 ・  区と連携し、駐輪空間の確保
や自転車シェアリングのポートの
整備等を検討します。

 ・  区民や行政に対して、技術支援
を行います。

 ・  区広報・パンフレット、イベント等
において、周知・普及啓発を行
います。

 ・  関係機関等と連携し、自転車
の走行空間や駐輪場の整備
等に取り組みます。

 ・  新宿WEバスの利用促進につ
いて検討します。

まちづくり主体

区民 事業者 行政
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